
体育学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Physical Education, Health and Sport Sciences

本学位プログラムは、体育・スポーツ・健康・コーチングなどをキーワードとし、人間の身体

と運動、その文化や環境、さらに心身の調整に関わる諸問題に対して学際的に取り組み、世界

に類を見ない規模を誇る専門分野・領域を有する教育研究機関を基盤に展開され、自立・自

律して研究活動を行うに必要な能力及びその基盤となる豊かな学識を培うことで、グローバル

時代のトップランナーたる高度専門職業人を、また諸科学の深化を志向する研究者としての基

礎を身に付けた人材を養成する。

運動文化とグローバル社会、健康増進と活力向上、身体運動のメカニズムと競技力向上など、

体育･スポーツ・健康にかかわる本質論を踏まえて展開する体育学を体系的に理解し、幅広い

視野と専門的な知識･技能を持って現場で生起する諸問題を解決できる高度な実践力を有す

る専門職業人、創造的で高度な研究能力を有する研究者としての基礎を身に付けた枢要な人

材、加えて、各競技種目で国を牽引する監督・コーチなどの指導的役割に付くことが期待され

る人材、及び大学等の教育機関において国のコーチ教育を先導していく人材。

各種インターンシップ科目、種目別コーチン
グ総合演習、 各領域別演習I・II、 中間報告
会、修論審査、以下の内容から選択（学会発表、
TA経験、課外活動等コーチ経験、地域スポー
ツ教室等指導経験）など

（説明）
「以下の内容から選択」は、体育学学位プログ
ラムでは、ほぼ全員の学生が２つ以上は実施し
ている。
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各種インターンシップ科目、種目別コーチン
グ総合演習、 各領域別演習I・II、 中間報告
会、修論審査、以下の内容から選択（学会発表、
TA経験、課外活動等コーチ経験、地域スポー
ツ教室等指導経験）など

（説明）
「以下の内容から選択」は、体育学学位プログ
ラムでは、ほぼ全員の学生が２つ以上は実施し
ている。

オリンピック・パラリンピック史、国際スポーツ政
策研究など

（説明）
上記の科目は、研究基礎科目に位置づけた英
語で授業を行う科目で、必修ではないが本学
位プログラムとして履修を推奨する科目である。

各種インターンシップ科目、種目別コーチング
総合演習、各領域別演習I・II、以下の内容か
ら選択（学会発表、TA経験、課外活動等コー
チ経験、地域スポーツ教室等指導経験）など

（説明）
「以下の内容から選択」は、体育学学位プログ
ラムでは、ほぼ全員の学生が２つ以上は実施し
ている。

①  研究課題を設定するための基礎的な知
識を身に付けたか

②  研究計画を遂行するための基礎的な技
能を身に付けたか

①  基礎的研究能力を有する人材にふさわ
しい倫理的知識を持っているか

②  高度専門職業人にふさわしい倫理観を
持っているか
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・本学位プログラムのディプロマ･ポリシーを担保するために、 「専門科目」 「専門基礎科目」 「基礎科目」の3つの

科目区分を設ける。各科目区分に対応した科目群として、 「領域科目」、 「系列科目、研究基礎科目」、 「関連

系列科目、大学院共通科目、学術院共通専門基盤科目」がある。

・高度専門職業人としての専門的知識と俯瞰力・指導力を身に付けるため、また幅広い本学位プログラムの職域（人

材需要）に対応するために、6つの系列として、1）スポーツ文化・経営政策、2）健康・スポーツ教育、3）ヘルス

フィットネス、4）アスレティックコンディショニング、5）コーチング、6）ナショナルリーディングコーチ養成を設ける。

・「論文指導」は、39の複合的な研究領域（体育・スポーツ哲学、体育史・スポーツ人類学、スポーツ社会学、武道学、

体育・スポーツ経営学、スポーツ政策学、スポーツ産業学、体育科教育学、アダプテッド体育・スポーツ学、体

育心理学、健康教育学、環境保健学、運動生理学、運動生化学、運動栄養学、体力学、健康増進学、体育測

定評価学、内科系スポーツ医学、外科系スポーツ医学、スポーツバイオメカニクス、応用解剖学、コーチング論・

トレーニング学、スポーツ運動学、体操コーチング論、体操競技コーチング論、陸上競技コーチング論、水泳競

技コーチング論、バレーボールコーチング論、バスケットボールコーチング論、ハンドボールコーチング論、サッ

カーコーチング論、ラグビーコーチング論、ラケットバットスポーツコーチング論、柔道コーチング論、剣道コーチ

ング論、弓道コーチング論、野外運動論、舞踊論）で行う。

・領域科目により、専門的知識と研究者としての基礎力を身に付けさせる。

・系列科目により、高度専門職業人としての専門的知識と問題解決力・指導力を身に付けさせる。

・研究基礎科目の研究方法論により、体育学に関する各分野の基礎的素養や広い視野、倫理観、汎用的知識、

基礎的研究方法などを身に付けさせる。また、大学院共通科目（特に国際性養成などの科目群） などに加え、

Problem-based Learning 型ディスカッション重視の演習を通して、高度専門職業人や研究者としての理解力とコ

ミュニケーション能力ならびに国際性を身に付けさせる。

・博士後期課程の学位プログラムとの教育・研究指導内容における円滑な接続を図るため、系列の1）～3）は主に

体育科学学位プログラム（D）、系列の3）～4）は主にスポーツ医学学位プログラム（D）、系列の5）～6）は主にコ

ーチング学学位プログラム（D）などの教育課程を視野にいれながら各系列科目を配置する。さらに博士後期課

程進学希望者には、前期課程のうちに幅広い関連知識を取得するために「大学院共通科目、学術院共通専門

基盤科目」の履修を推奨する。

・キャリアパス形成として、保健体育教員志望者には専修免許状を取得できる科目と体育センター開講の実技科目

の履修を、企業・官庁などへの志望者およびコーチ志望者にはインターンシップや大学院共通科目（キャリアマ

ネジメントなどの科目群）の履修を、ナショナルレベルのコーチ志望者には日本文化の説明やコーチングに要求

される英語に特化した国際性科目の履修を推奨することで、現場のニーズに迅速にかつ的確に対応できる実践

力を身に付けさせる。
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また、各競技種目で国を牽引する監督・コーチとなり、将来各統括組織で指導的役割に付くことが期待される人材、

及び大学等の教育機関において国のコーチ教育を先導していく人材を求める。

・推薦入試（一般・社会人特別選抜）と一般入試（一般・社会人特別選抜）を実施する。

・推薦入試では一般・社会人特別選抜ともに書類審査と口述試験を実施する。

・一般入試の一般では外国語、口述試験、専門科目試験を実施し、社会人特別選抜では口述試験、専門科目試

験を実施する。
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